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町
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
平
素
か
ら
の
町
政
全
般
に
わ
た
る

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
て
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
流
行
語
大
賞
は
「
ワ
ン
チ
ー

ム
」
と
い
う
言
葉
で
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
、
熊

本
県
で
も
開
催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
、
日
本
は
歴
代
最
高
位
の
ベ
ス
ト
8

の
成
績
を
残
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
が
、「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
の
言
葉
の
通

り
、
ま
さ
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
抜
く

姿
に
私
た
ち
は
多
く
の
感
動
を
覚
え
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
あ
り
、

甲
佐
町
に
お
い
て
は
２
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
、

そ
し
て
８
月
に
は
町
長
選
挙
を
経
て
議
会
も
新

議
長
の
も
と
に
新
体
制
が
確
立
さ
れ
、
ま
た
私

に
と
っ
て
は
４
期
目
の
町
政
運
営
が
ス
タ
ー
ト

し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
毎
年
の
よ
う
に
自
然
災
害
は
頻
発

し
、
昨
年
も
台
風
15
号
・
19
号
が
関
東
地
方
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
ほ
か
、
８
月
の
九

州
北
部
豪
雨
な
ど
激
甚
指
定
を
受
け
る
大
き
な

災
害
と
な
り
ま
し
た
。
１
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
熊
本
地
震
か
ら
は
や
４
年

目
を
迎
え
る
に
至
り
、
そ
の
間
、
甲
佐
町
に
お

い
て
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に

よ
り
共
に
前
を
向
き
な
が
ら
震
災
か
ら
の
復
旧

に
全
力
で
、
そ
の
歩
み
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

お
陰
様
で
生
活
再
建
も
随
分
と
進
み
、
災
害

公
営
住
宅
52
戸
す
べ
て
が
完
成
し
、
ま
た
公
共

土
木
施
設
の
災
害
復
旧
工
事
も
約
90
％
が
完
了

す
る
ま
で
に
至
り
、
今
後
は
地
方
創
生
を
見
据

え
た
様
々
な
創
造
的
復
興
の
実
現
に
シ
フ
ト
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
復
興
事
業
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
３
つ

の
事
業
も
、
８
月
に
待
望
の
田
口
橋
の
改
良
工

事
が
完
成
し
、
引
き
続
き
緑
川
右
岸
側
の
交
差

点
改
良
工
事
に
も
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
に

は
、
安
津
橋
一
帯
の
総
合
運
動
公
園
内
に
サ
ッ

カ
ー
場
２
面
が
完
成
し
、
今
後
、
テ
ニ
ス
場
や

野
球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
の
整
備
を
順

次
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
11
月
に
は

災
害
公
営
住
宅
、
子
育
て
支
援
住
宅
、
都
市
防

災
公
園
を
併
設
し
た
「
住
ま
い
の
復
興
拠
点
施

設
」
が
落
成
式
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
今
年
は
、
春
に
完
成
予
定
の
井
戸
江
狭

キ
ャ
ン
プ
場
に
加
え
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
を

目
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
き
た
旧
西
村
民
俗
資
料
館
の
改
修

も
完
成
い
た
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
カ
フ
ェ
や
宿

泊
施
設
を
備
え
た
町
の
新
た
な
情
報
発
信
施
設

と
し
て
今
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
政
４
期
目
を
預
か
る
に
あ

た
っ
て
は
今
回
も
34
項
目
の
政
策
目
標
を
掲
げ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
今
年
か
ら
は
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
で
あ
る
「
第
７
次

町
総
合
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
動
き
も
始
ま

り
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
こ
の
甲
佐

町
に
住
み
続
け
る
幸
せ
感
を
震
災
前
以
上
に
感

じ
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
復
興
を
成
し
遂

げ
る
た
め
に
も
町
民
の
皆
様
と
の
絆
と
町
外
の

多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
支
援
に
感
謝
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
で
職
員
一

丸
と
な
り
、
ま
た
使
命
感
を
も
っ
て
諸
施
策
の

実
現
に
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。

　

終
わ
り
に
、
町
民
の
皆
様
、
ま
た
議
会
の
皆

様
に
は
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
御
支
援

の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
い

１
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

創
生
を
見
据
え
た
復
幸
を

　
次
世
代
へ
残
す
輝
く
郷
づ
く
り



　

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
甲
佐
町
議
会

を
代
表
し
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な

期
待
と
希
望
を
も
っ
て
、
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
２
月
に
本
町
議
会
議
員
の
一
般
選

挙
が
行
わ
れ
、
３
月
か
ら
は
新
議
員
を
含
む
12

名
の
議
員
に
よ
り
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
負

託
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
気
持
を

も
っ
て
議
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
奥
名
町
政
の
４
期
目
が
始
ま
り
、
新

た
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
議

会
と
し
ま
し
て
は
、
町
執
行
部
と
と
も
に
災
害

か
ら
の
早
期
完
全
復
旧
、
そ
し
て
復
興
へ
と
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
を
中
心
と
し
た
産
業
の
振
興
や

緑
川
を
活
か
し
た
観
光
政
策
、
子
育
て
世
代
に

優
し
い
政
策
、
教
育
政
策
の
充
実
に
よ
る
甲
佐

の
魅
力
を
活
か
し
た
定
住
政
策
な
ど
の
取
り
組

み
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
声
を
大
事
に
し
て
い
く
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
様
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
強

く
自
覚
し
、
日
々
研
さ
ん
に
努
め
、
開
か
れ
た

議
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
年

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
初
の
新
春
を
寿
ぎ
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
学
校
教
育
、
社

会
教
育
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
芸
術
文
化

の
振
興
並
び
に
文
化
財
保
護
等
、
本
町
教
育
行

政
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
町
で
は
熊
本
地
震
・
豪
雨
災
害
か
ら
四
度

目
の
新
春
を
迎
え
ま
し
た
が
、
昨
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
国
内
で
は
子
ど
も
が
犠
牲
に
な
る

事
故
や
事
件
の
多
発
、
毎
年
の
よ
う
に
見
舞
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
な
ど
、
心
痛
む
事
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
令
和
２
年
が
平
穏
で
あ
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。
教
育
分
野
で
は
小
学

校
に
お
い
て
教
科
「
英
語
」
の
導
入
な
ど
を
含

む
新
学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
と
な
る
な
ど
、

大
き
な
変
化
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
我
が
国

が
提
唱
し
て
い
る
未
来
社
会
の
コ
ン
セ
プ
ト

「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
」
の
時
代
が
ま
さ
に
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
狩
猟
社
会
、
農
耕
社
会
、

工
業
社
会
、
情
報
社
会
に
続
く
新
た
な
未
来
社

会
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
」
は
Ａ
Ｉ
と
情
報
の

社
会
と
言
わ
れ
ま
す
。
甲
佐
町
の
教
育
は
こ
の

よ
う
な
新
し
い
時
代
の
変
化
に
遅
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
一
方
で
は
古
い
伝
統
や
文
化
、
先

人
の
知
恵
に
学
ぶ
温
故
知
新
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
本
町
の
教
育
の
更
な
る
充

実
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る
と
共
に
、
今
後
と

も
、
町
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
教
育

つ
く
り
に
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

甲佐町の
　　復旧から復興へ

伝統・文化を尊び新時代
を拓く「文教の町・甲佐」
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一
般
の
部
は
市
田
宏
、
国
際

の
部
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
栄
冠

　
12
月
１
日
（
日
）、
第
44
回
熊

本
甲
佐
10
マ
イ
ル
公
認
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
、
熊
本
陸
上
競
技
協
会
、
熊

本
日
日
新
聞
社
、
熊
本
バ
ス
株
式

会
社
が
主
催
。
町
役
場
前
を
発
着

点
と
す
る
日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

で
実
施
。
５
部
門
に
６
４
１
競
技

者
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
10
マ
イ
ル
の

部
ス
タ
ー
ト
前
の
午
前
11
時
の
天

候
は
晴
れ
、
気
温
17
・
５
度
、
北

北
東
の
風
０
・
４
㍍
。

　
10
マ
イ
ル
一
般
競
技
者
の
部
は
、

国
際
競
技
者
の
部
の
先
頭
集
団
に

終
盤
ま
で
食
ら
い
付
い
た
市
田
宏

（
旭
化
成
）
が
見
事
優
勝
。
国
際

競
技
者
の
部
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・

キ
ャ
プ
シ
ス 

キ
プ
ヤ
テ
ィ
チ

（
同
）
が
初
優
勝
。
高
校
男
子

10
㌔
の
部
は
湯
浅
仁
（
宮
崎
日

大
）、
中
学
男
子
５
㌔
の
部
は
松

下
優
人
（
菊
池
南
）、
女
子
５
㌔

の
部
は
境
田
真
夕
（
肥
後
銀
行
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
新
人
賞
は
一
般
の
部
９
位
の
藤

木
宏
太
（
國
學
院
大
）
が
受
賞
し
、

敢
闘
賞
は
一
般
の
部
５
位
の
小
野

知
大
（
旭
化
成
）
と
高
校
男
子
の

部
６
位
の
内
田
征
冶
（
開
新
）
が

獲
得
。
女
子
敢
闘
賞
は
中
学
１
位

の
溝
上
加
菜
（
緑
東
）
以
下
６
位

44nd Kumamoto Kosa 10miles Roadrace

駆けぬける風駆けぬける風
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ま
で
が
受
賞
。
本
町
出
身
者
が
対

象
の
地
元
競
技
者
賞
は
、
中
学
男

子
の
部
の
稲
葉
伯
（
甲
佐
・
仁
田

子
区
）
と
大
隈
遥
音
（
同
・
下
横

田
区
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

❖
大
会
結
果

❖
10
マ
イ
ル
一
般
競
技
者
の
部

❶
市
田
宏
（
旭
化
成
）
46
分
02
秒

❷
蜂
須
賀
源
（
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル

タ
）
46
分
12
秒
❸
井
上
大
仁
（
Ｍ

Ｈ
Ｐ
Ｓ
）
46
分
18
秒

　
出
場
者

１
７
７
人

❖
10
マ
イ
ル
国
際
競
技
者
の
部

❶
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
キ
ャ
プ
シ
ス 

キ
プ
ヤ
テ
ィ
チ
（
旭
化
成
）
45
分

33
秒
❷
ジ
ョ
ナ
サ
ン 

デ
ィ
ク
（
日

立
物
流
）
45
分
51
秒
❸
マ
ゴ
マ 

ベ
ヌ
エ
ル 

モ
ゲ
ニ
（
旭
化
成
）

45
分
51
秒
　
出
場
者
14
人

❖
高
校
男
子
10
㌔
の
部

❶
湯
浅
仁
（
宮
崎
日
大
）
29
分
39

秒
❷
甲
斐
涼
介
（
同
）
29
分
48
秒

❸
佐
藤
航
希
（
同
）
29
分
49
秒

出
場
者
１
４
０
人

❖
中
学
男
子
５
㌔
の
部

❶
松
下
優
人
（
菊
池
南
）
16
分
01

秒
❷
荒
牧
琢
登
（
江
原
）
16
分
07

秒
❸
迫
紘
太
（
菊
池
南
）
16
分
09

秒
　
出
場
者
79
人

❖
女
子
５
㌔
の
部

❶
境
田
真
夕
（
肥
後
銀
行
）
16
分

11
秒
❷
髙
野
鈴
菜
（
同
）
16
分
12

秒
❸
大
同
美
空
（
岩
谷
産
業
）
16

分
18
秒
、
出
場
者
93
人

◆ 写真右・熊本甲佐10マイル公認ロードレー

ス大会で勢いよく走り出した10マイル一

般競技者の部と国際競技者の部のランナー

◆ 写真左上・女子５㌔の部の２㌔地点

◆ 写真左中・中学男子５㌔の部の３㌔地点

◆ 写真左下・各部門の優勝者（前列左から中

学、一般、国際、女子）と各賞受賞者（後

列左から敢闘賞、地元競技者賞（２人）、

女子敢闘賞）

◆ 第44回熊本甲佐10マイル公認ロードレース大会

Public Relations KOSA
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●
本
町
の
人
権
に
関
す
る
意
識
の

　

高
揚
と
啓
発
を
図
る
取
り
組
み

　

12
月
４
日
（
水
）
か
ら
10
日
（
火
）

に
か
け
て
、
令
和
元
年
度
甲
佐
町
「
人

権
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
週
間
は
、
同
実
行
委
員
会
（
沼
田

峰
子
委
員
長
）、
町
、
町
教
育
委
員
会

が
主
催
。
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
や
、
憲
法

で
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
町

民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
町
民
集
会
の
開
催
や
町

民
セ
ン
タ
ー
で
の
特
設
人
権
（
法
律
）

相
談
の
開
設
、
街
頭
で
の
人
権
啓
発
の

広
報
活
動
、
町
内
企
業
な
ど
を
訪
問
し

て
の
職
場
で
の
人
権
啓
発
の
呼
び
掛
け

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
活

動
を
展
開
。
ま
た
、
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
は
、
児
童
な
ど
の
書
道
や

標
語
な
ど
人
権
作
品
の
展
示
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

●
町
民
参
加
に
よ
る
啓
発
活
動
で

　

深
め
る
人
権
へ
の
理
解

　

同
週
間
の
一
環
と
し
て
、
12
月
７
日

（
土
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
第

37
回
甲
佐
町
「
人
権
週
間
」
町
民
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
７
０
人
が

参
加
し
、
人
権
に
関
す
る
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

同
集
会
で
は
、「
と
も
に
拓
く
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
＋
Ｑ
の
会
く
ま
も
と
」
代
表
の
今

坂
洋
志
さ
ん
が
「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
問
題
は
人
権
の
問
題
で
す
」
と
い
う

演
題
で
講
演
。
人
の
性
は
男
性
と
女
性

だ
け
で
は
な
い
こ
と
や
同
性
愛
な
ど
が

医
学
的
に
も
正
常
で
あ
る
こ
と
を
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
の
児
童
・

生
徒
に
よ
る
人
権
作
文
発
表
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
同
集
会
決
議
を
全
会
一
致

で
採
択
し
、
決
議
を
宣
言
。
集
会
終
了

後
は
、
市
街
地
を
パ
レ
ー
ド
し
て
人
権

啓
発
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
甲
佐
町
「
人
権
週
間
」
12
月
４
日
（
水
）
〜
10
日
（
火
）

人
権
に
関
す
る
理
解
を
さ
ら
に
深
め
よ
う

　

12
月
４
日
（
水
）
〜
10
日
（
火
）、
令
和
元
年
度
甲
佐

町
「
人
権
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
第
37
回
甲
佐
町
「
人
権
週
間
」
町
民
集
会

の
開
催
や
特
設
人
権
（
法
律
）
相
談
の
開
設
、
街
頭
で

の
人
権
啓
発
の
広
報
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に

関
す
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１_人権作文発表を行う白旗小５年生　２_あいさつを行う沼田実行委員長　３_町商店街をパレー
ドし人権啓発に取り組む参加者　４_性的マイノリティの人権問題について講演する今坂さん

１

２３４
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12
月
８
日
（
日
）
第
44
回
郡
町

対
抗
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

上
益
城
郡
体
育
協
会
な
ど
の
主

催
で
行
わ
れ
る
同
大
会
は
、
郡
内

の
５
町
か
ら
男
女
混
合
６
チ
ー
ム

が
出
場
。
御
船
町
役
場
前
を
ス

タ
ー
ト
し
、
益
城
町
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る

８
区
間
37
・
９
㌔
で
競
い
ま
し
た
。

　

本
町
チ
ー
ム
は
、
2
時
間
17
分

59
秒
で
４
位
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
１

区
・
堀
田
偉
生
競
技
者
（
甲
佐
中

１
年
・
東
寒
野
区
）、
２
区
・
梅

本
龍
太
競
技
者
（
熊
本
銀
行
・
和

田
内
区
）、
３
区
・
坂
口
陸
斗
競

技
者
（
慶
誠
高
３
年
・
緑
町
区
）、

４
区
・
田
上
美
悠
競
技
者
（
開
新

高
１
年
・
上
早
川
二
区
）、
５
区
・

坂
口
愛
莉
競
技
者
（
甲
佐
中
１

年
・
緑
町
区
）、
６
区
・
中
村
拓

斗
競
技
者
（
甲
佐
中
１
年
・
下
豊

内
区
）、
７
区
・
本
田
平
競
技
者

（
八
代
市
役
所
・
上
早
川
二
区
）、

８
区
・
弓
削
律
希
競
技
者
（
御
船

高
３
年
・
横
田
区
）
が
た
す
き
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。

本
町
チ
ー
ム
が
健
闘

12
月
８
日
（
日
）
第
44
回
郡
町
対
抗
駅
伝
大
会

■
園
田
恵
二
さ
ん
に
県
ス
ポ
ー

　
ツ
推
進
委
員
協
議
会
表
彰

　

11
月
16
日
（
土
）
水
俣
市
で
開

催
さ
れ
た
第
58
回
熊
本
県
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
研
修
会
に
お
い
て
、

園
田
恵
二
さ
ん
（
府
領
区
）
に
県

ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

振
興
な
ど
に
お
い
て
、
功
労
が

あ
っ
た
推
進
委
員
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
園
田
さ
ん
は
町
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
を
８
年
務
め
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
。
県
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
か
ら
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

▲ 県スポーツ推進委員協議会表彰を
受けられた園田さん

▶
結
団
式
で
選
手
宣
誓
を
行
う
中
村
競
技
者

■
福
田
謙
二
さ
ん
に
30
年
勤
続

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰

　

11
月
14
日
（
木
）
三
重
県
で
開

催
さ
れ
た
第
60
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
研
究
協
議
会
に
お
い
て

福
田
謙
二
さ
ん
（
上
早
川
二
区
）

が
30
年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
、
長
年
に
渡
り
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
と
し
て
特
に
功
労
が

あ
っ
た
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

福
田
さ
ん
は
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
を
30
年
務
め
、
本
町
の
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
尽
力
。
そ
の
功
績
が

高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

▲ 30年勤続スポーツ推進委員表彰を
受けられた福田さん

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
推
進
に
お
け
る
功
績
を
た
た
え
て
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12
月
３
日
（
火
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
「
宮
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
甲
佐
町
文
化

協
会
（
村
上
邦
生
会
長
）
が
主
催
し
、

本
町
に
縁
の
あ
る
宮
本
あ
ん
り
さ
ん

ら
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
活

躍
す
る
家
族
５
人
が
、
歌
と
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

中
米
生
ま
れ
の
ド
ラ
ム
缶
を
変
形

さ
せ
た
楽
器
「
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
」

奏
者
で
あ
る
長
女
ま
い
こ
さ
ん
が
演

奏
す
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
音
楽
や
母
あ
ん

り
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
な

ど
が
会
場
を
包
み
ま
し
た
。
ま
た
、

甲
佐
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
友
情

出
演
も
あ
り
、
参
加
者
は
音
楽
と
合

唱
の
美
し
い
共
演
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　11月21日（木）甲佐小学校（永瀨善久校
長210人）で「人権の花運動」終了式が開催
されました。
　同運動は、子どもたちが協力して花を育て
ることでいのちや人権を尊重する心を育てる
ことを目的に、町教育委員会が本町の人権擁
護委員と協力して実施。
　児童が７月に受け取った花の種を大切に育
て、採れた種子を蔵田勇治教育長に贈呈。児
童には感謝状が贈られました。花の種は来年
度、白旗小学校へ届けられ、育てられます。 

政策コンテストで九州経済産業局長賞 
井手陽子さんら本町出身者が農業振興策を発案

家族の絆が奏でる美しい調べ  
宮本ファミリーふれあいコンサート

いのちの種を次の学校へつなぐ 
甲佐小学校で「人権の花運動」終了式

▼政策アイデアコンテストで九州経済産業局長賞を受賞した（一社）くまもとターボの皆さん

▲育てた花から採れた種を蔵田教育長に手渡す児童代表

▼

甲
佐
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
共
演
す
る
宮
本
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

11
月
20
日
（
水
）
県
庁
で
、

「
地
方
創
生
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン

テ
ス
ト
」
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

予
選
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
一
般

社
団
法
人
く
ま
も
と
タ
ー
ボ
（
熊

本
市
）
に
九
州
経
済
産
業
局
長
賞

が
授
与
さ
れ
、
最
終
審
査
へ
進
み

ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
内
閣
府
が

開
催
し
、
官
民
デ
ー
タ
を
集
め
た

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
「
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー
サ
ス
）」
を
活
用

し
た
振
興
策
を
募
集
す
る
も
の
。

本
町
出
身
の
ク
マ
ガ
イ
佳
子
さ
ん

（
前
列
最
左
）、
井
手
陽
子
さ
ん

（
右
か
ら
２
人
目
）、
冨
田
由
佳
さ

ん
（
最
右
）
ら
参
加
す
る
（
一

社
）
く
ま
も
と
タ
ー

ボ
で
は
、
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
本
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
つ
い
て
分
析
。
市

場
成
長
率
な
ど
か
ら

本
町
特
産
の
ニ
ラ
に

着
目
し
た
収
益
向
上

策
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

12
月
14
日
（
土
）

東
京
都
で
行
わ
れ
た

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
発
表
に
よ
る
最
終

審
査
で
は
、「
大
学

生
以
上
一
般
の
部
」

で
第
２
位
に
贈
ら
れ

る
優
秀
賞
に
輝
き
ま

し
た
。
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　町内の２選手が九州大会に出場し、日ごろの練
習成果を発揮しました。
　11月９日（土）・10日（日）宮崎県で開催され
た第23回九州高校新人柔道大会の男子団体競技
に、下坂空羅選手（鎮西高校２年・吉田区）が出
場しました。
　下坂選手は、団体戦の大将として一本勝ちで初
戦突破に貢献。大会を振り返って「はじめての九
州大会でしたが試合を楽しむことができました。
チームに貢献できてよかったです」と話しました。
　また、11月16日（土）・17日（日）佐賀県で開
催された KYFA 第25回九州Ｕ-15フットサル選手
権大会に、馬場幸英選手（有安区・甲佐中３年）
が「エスペランサ熊本」のメンバーとして出場し、
大会３位入賞に貢献しました。
　馬場選手は、「もう１つ勝てば全国大会への切
符が手に入れられたので悔しさが残りますが、中
学最後の大会を楽しむことができました。高校で
は、全国の舞台で活躍できるようがんばります」
と決意を語りました。

　12月１日（日）に開催された第44回熊本
甲佐10マイル公認ロードレース大会で実施
された「甲佐10マイルクイズ」の抽選会が
行われ、特賞以下各賞の70人が決定しました。
　472人が応募し、正解者は470人。正解者
の中から抽選で特賞１人、甲佐ふるさと賞
57人、協賛で賞９人、走りま賞３人が当選
しました。
　特賞に当選した小島静代さん（岩下一区）
には奥名克美大会会長からクロスバイクが贈
呈されました。

10マイルクイズ特選発表   
特賞は小島静代さん（岩下一区）が受賞

▲特賞のクロスバイクを贈呈される小島さん（右）

本町の２選手が九州大会に出場     
下坂選手（柔道）と馬場選手（フットサル）が活躍

▲九州高校新人柔道大会に出場した下坂空羅選手（左）と九州Ｕ-15フット
サル選手権大会に出場した馬場幸英選手

　

11
月
29
日
（
金
）
県
庁
で
、
小
川

御
船
間
道
路
整
備
促
進
期
成
会
（
奥

名
克
美
会
長
）
が
、
県
道
を
管
理
す

る
県
に
対
し
て
、
田
口
橋
右
岸
側
の

県
道
嘉
島
甲
佐
線
の
平
面
交
差
点
化

や
山
出
区
か
ら
御
船
町
に
か
け
て
の

県
道
御
船
甲
佐
線
の
整
備
促
進
な
ど

に
つ
い
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

宇
城
市
か
ら
熊
本
市
南
部
や
東
部

を
つ
な
ぐ
同
区
間
は
、
県
道
小
川
嘉

島
線
や
県
道
嘉
島
甲
佐
線
、
県
道
御

船
甲
佐
線
な
ど
か
ら
成
り
、
通
勤
通

学
や
地
域
農
産
物
の
輸
送
な
ど
で
重

要
な
路
線
な
が
ら
、
未
整
備
区
間
も

多
い
た
め
、
同
会
は
早
急
な
整
備
を

要
望
。
奥
名
会
長
か
ら
村
上
義
幸
県

道
路
都
市
局
長
に
要
望
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

路線整備で地域活性化を　
小川御船間道路整備促進期成会が県に要望

▼

村
上
県
道
路
都
市
局
長（
左
）へ
要
望
書
を
手
渡
す
奥
名
町
長
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職
員
採
用
試
験

町総務課　TEL 096‒234‒1140( 内線 221)

■
一
般
事
務
職
、
土
木
技
術
職
、 

　
建
築
技
術
職
員
を
採
用
予
定

　

町
で
は
、
令
和
２
年
度
採
用
の
町
職

員
採
用
試
験
（
追
加
募
集
）
を
実
施
し

ま
す
。

▼
採
用
予
定
日

　

令
和
２
年
４
月
１
日
（
水
）

▼
受
験
資
格

　

平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

▼
採
用
予
定
人
員

①
一
般
事
務
職
（
高
卒
程
度
）

　

１
人
程
度

②
土
木
技
術
職
（
高
卒
程
度
）

　

１
人
程
度

③
建
築
技
術
職
（
高
卒
程
度
）

　

１
人
程
度

▼
申
し
込
み
手
続
き

　

町
発
行
の
採
用
試
験
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
受
験
票
の
返
信
用

と
し
て
84
円
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
（
宛

先
、
郵
便
番
号
を
明
記
）
を
同
封
し
、

「
令
和
２
年
度
採
用
予
定 

甲
佐
町
職
員

採
用
試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
た
封
筒

に
入
れ
て
、
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。お
持
ち
に
な
る
場
合
は
、

町
総
務
課
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

試
験
申
込
用
紙
は
町
総
務
課
の
窓
口

ま
た
は
郵
便
で
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
受
付
期
限

　

令
和
２
年
１
月
10
日
（
金
）
午
後
５

時
（
受
付
時
間
は
、
土
・
日
曜
日
お
よ

び
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
令
和
２
年
１
月
10

　

日
（
金
）
ま
で
の
消
印
有
効
で
す
。

▼
第
１
次
試
験

・
試
験
日
時

　

令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
）
午
前
８

　

時
30
分

・
試
験
会
場

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
予
定
）

▼
第
２
次
試
験

・
試
験
日

　

令
和
２
年
２
月
23
日
（
日
）
予
定

　

詳
細
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

職
員
採
用
試
験
実
施
要
項
を
ご
覧
に
な

る
か
、町
総
務
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

町職員採用試験の
お知らせ（追加募集）

願書受付は１月10 日（金）午後５時までです

町
営
バ
ス

町地域振興課　TEL 096‒234‒1154( 内線 236)

■
町
が
運
営
す
る
公
共
交
通

　

町
で
は
、
地
域
に
お
け
る
通
勤
・
通

学
・
通
院
・
買
物
な
ど
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
不
可
欠
で
身
近
な
公
共
交
通

（
生
活
交
通
）
の
１
つ
と
し
て
、
町
営

バ
ス
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

■
町
営
バ
ス
に
つ
い
て

　

町
営
バ
ス
の
運
賃
や
路
線
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
運
賃

　

一
律
２
０
０
円

　
（
小
学
生
以
下
、「
障
害
者
手
帳
」
所

　

持
の
方
は
半
額
）

※
町
住
民
生
活
課
窓
口
に
て
、
回
数
券

　

や
定
期
券
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

▼
路
線

　
【
宮
内
方
面
】
役
場
前
〜
六
谷

　

１
日
５
往
復

　
【
竜
野
方
面
】
役
場
前
〜
目
野
入
口

　

１
日
３
往
復

▼
時
刻

　

時
刻
に
つ
い
て
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
や
役
場
窓
口
に
備
え
付
け
の

　

時
刻
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■「
フ
リ
ー
乗
降
制
」
を
ご
利
用

　
い
た
だ
く
と
大
変
便
利
で
す

　

町
営
バ
ス
で
は
、
バ
ス
停
以
外
の
場

所
で
も
路
線
上
の
任
意
の
位
置
で
乗
降

で
き
る
「
フ
リ
ー
乗
降
制
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

最
寄
バ
ス
停
ま
で
距
離
が
あ
る
場
合

な
ど
、「
フ
リ
ー
乗
降
制
」
の
対
象
区

間
内
で
あ
れ
ば
、
バ
ス
停
以
外
の
場
所

で
運
転
手
に
意
思
を
伝
え
る
と
、
好
き

な
位
置
で
バ
ス
に
乗
り
降
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

乗
車
さ
れ
る
際
は
、
急
カ
ー
ブ
や
信

号
の
近
く
で
な
い
安
全
な
場
所
で
、
運

転
手
に
よ
く
見
え
る
よ
う
に
手
を
挙
げ

て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

降
車
さ
れ
る
際
は
、
お
早
め
に
運
転

手
に
降
車
場
所
（
目
印
）
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
区
間

　
【
宮
内
方
面
】
下
豊
内
バ
ス
停
〜

　

六
谷
バ
ス
停

　
【
竜
野
方
面
】
横
田
バ
ス
停
〜
目
野

　

入
口
バ
ス
停

フリー乗降制で便利な
町営バスをご利用ください

宮内方面１日５往復、竜野方面３往復運行中
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)

■
国
民
年
金
は
み
ん
な
の
支
え
合
い

　
の
制
度
で
す

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
障
が
い
を

負
っ
た
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
の

み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作

ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
人
が
加
入
し
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
続
け
る
こ
と
で
、
老
後
や
病
気
・

け
が
な
ど
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め

安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
給
付
は
３
種
類

　

国
民
年
金
に
は
、
65
歳
以
降
、
生
涯

に
わ
た
り
受
け
取
れ
る
「
老
齢
年
金
」

の
ほ
か
に
、
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
場
合
に
受
け
取
れ
る
「
障
害
年

金
」
や
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
配
偶
者
ま
た
は
子
が
受
け
取
れ

る
「
遺
族
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。

■ 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
免
除

ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
場
合
も

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、保
険
料
の
納
付
が「
免

除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
人
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
ま
た
は
猶
予
を
さ
れ
る
際
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は
期
限
内
に

　
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
老
後
や
傷
が
い
を
負
っ

た
と
き
に
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
必
ず
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

新成人の皆さんへ
20 歳から国民年金

詳しくは町住民生活課にお尋ねください

■ 

国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
の 

皆
さ
ん
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
が
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
し
、
病

気
や
け
が
に
備
え
る
制
度
で
す
。
そ
の

制
度
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
医
療
費

の
一
部
を
負
担
す
る
だ
け
で
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

も
し
国
保
が
な
か
っ
た
ら
、
医
療
費

は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
国
保

制
度
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
あ
る
国

保
税
を
納
め
な
い
と
、
こ
の
制
度
が
成

り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
国
保
の
加
入
・
脱
退
は
忘
れ
ず
に

　
届
け
出
ま
し
ょ
う

　

国
保
税
は
、
加
入
の
届
け
日
か
ら
で

は
な
く
、
国
保
加
入
の
資
格
を
得
た
日

か
ら
課
税
さ
れ
、
や
め
る
月
の
前
月
ま

で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
り
、
ほ
か

の
保
険
に
加
入
し
た
の
に
国
保
を
や
め

る
届
け
出
を
し
な
い
ま
ま
だ
と
、
保
険

料
と
国
保
税
を
二
重
に
支
払
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

高
額
な
医
療
費
を
負
担
す
る
前
に
限

度
額
認
定
を
受
け
て
い
れ
ば
、
医
療
費

の
自
己
負
担
は
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま

す
。
し
か
し
、
限
度
額
認
定
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
、
高
額
な
医
療
費
を
い

っ
た
ん
窓
口
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
滞
納
が
続
く
と
、
通
常
の

保
険
証
よ
り
有
効
期
限
が
短
い
「
短
期

保
険
証
」
や
保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る

「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。「
資
格
証
明
書
」
は
、

国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
だ
け
の
も
の
で
、
医
療
費
は
い
っ

た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

皆
さ
ん
の
支
え
合
い
で
成
り
立
っ
て

い
る
国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
、

国
保
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

　

納
付
に
は
、
便
利
で
安
心
、
確
実
な

口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
。

国民健康保険税が
国保を支えています

詳しくは町住民生活課へお尋ねください



Library
町生涯学習センター図書室からの１月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

江戸は神田にある「三島屋」に

は、ふしぎな話を語りに客人が

訪れる。その話には、人の哀し

さ、愛おしさ、そして恐ろしさ

が潜む。シリーズ第６弾となる

本作では、おちかに代わり三島

屋次男坊・富次郎が新たな聞き

手に！ 心揺さぶる極上の江戸

怪談、新章突入です。宮部みゆ

きの人気シリーズ最新刊、読み

応えのある１冊です。

毎日新聞出版

小説

宮部みゆきの人気シリーズ最新刊
宮部 みゆき 著 /『黒武御神火御殿 三島屋変調百物語六之続』

季節の行事の楽しいシリーズ絵本
藤本 ともひこ 作・絵 /『おしょうがつバス』

洗濯のプロだから知っている正しい洗濯術
洗濯ブﾗザｰズ 著 /『日本一の洗濯屋が教える間違いだらけの洗濯術』

晴れた日は洗濯日和、お風呂の

残り湯で洗う、洗濯機に全部お

まかせ…。これらはすべて NG

なのです！ 有名劇団の衣装を

クリーニングする洗濯のプロが、

アイロンがけの手間が省けて、

服が長持ちする正しい洗濯術を

紹介します。ズボラさんでも大

丈夫。ちょっとの工夫で臭わな

い、黄ばまない、とても役立つ

洗濯術です。

アスコム

教養娯楽

私は、成長し言葉を獲得してい

くペネロペを見ながら、いった

いこの子はどのような未知を探

検しているのか知りたくて仕方

がなかった…。北極と東京を

行ったり来たりする探検家が、

かわいい娘・ペネロペを観察し、

どこまでも深く考察していく。

ゆかいなエピソード満載の父親

エッセイです。子育て中の皆さ

んにおすすめの１冊です

幻冬舎

一般書

探検家のゆかいな父親エッセイ

角幡 唯介 著 /『探検家とペネロペちゃん』

大晦日の夜。十二支の動物たち

は、だれが一番先に初日の出を

見るか、眺めのいい丘まで競争

します。除夜の鐘の「ごーん」

という音がすると、みんないっ

せいに出発しました。季節の行

事を、より身近に楽しんでもら

いたいという作者の思いが込め

られているシリーズ絵本。お正

月の読み聞かせにおすすめの１

冊です。

鈴木出版

児童書

こ ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
  『おべんとうの時間』（阿部了写真・阿部直美文）

古田 良子さん
〔大町区〕

今月の案内人

おべんとうハンター阿部夫妻が全国各
地の手作り弁当を二人三脚で取材した
フォトエッセイ集。全日空機内誌の人
気№１エッセイを待望の書籍化！

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木

曜日に、「0歳児からのお

はなし会」をおこなってい

ます。絵本の読み聞かせの

ほか、手袋人形、わらべう

たなど、楽しい内容です。

子育て中の保護者の皆さん、

またおじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお

気軽にご参加ください。

■日時　１月９日（木）

　　　　午前10時30分～

■会場　図書室おはなしのへや
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■結婚や就職のとき、みんな
　が 幸 せ に な れ る よ う に

　県では「熊本県部落差別事象の防

止及び調査の規制に関する条例」を

定めています。

　県民の基本的人権を守り、結婚や

就職に際して部落差別事象をなくす

ため、この条例では次のことを定め

ています。

●結婚や就職に関する部落差別事象

を防ぐため、県や県民、事業者の役

割と責任を明らかにしています。

●同和地区に住んでいることや住ん

でいたことを県内事業者が調査しな

いようにするために必要な規制を定

めています。

　県は、国や市町村と協力して、部

落差別事象を防止するために研修会

などや啓発事業を計画的に行います。

　県民や事業者１人ひとりがお互い

の人権を大切にするため、同和問題

への理解と認識を深めるとともに県

が行う施策への協力をお願いします。

　また、県民や事業者は、結婚や就

職に際して、次のようなことをして

はいけません。

・ 同和地区の所在が明示された図書

や地図などの資料を提供すること。

・ 同和地区であることを教えたり、

言い広めたりすること。

・ 特定の個人が同和地区に住んでい

るかまたは住んでいたかにについ

て調査を依頼すること。

・ このほか部落差別事象の発生のお

それのある行為をすること。 

　知事は、このようなことを行った

県民や事業者に対して必要な指導な

どを行うことにしています。

　　　「コッコロ通信 vol.40」より

Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

12
月
４
日
（
水
）
緑
町
公
民

館
で
町
公
民
館
出
前
講
座
を
行

い
ま
し
た
。

　

町
く
ら
し
安
全
推
進
室
の

佐
々
木
善
平
室
長
を
講
師
に
迎

え
、
緑
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
28
人

が
年
末
年
始
に
多
発
す
る
振
り

込
め
詐
欺
や
交
通
事
故
、
い
つ

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災

害
へ
の
備
え
を
学
び
ま
し
た
。

　

佐
々
木
室
長
は
、「
振
り
込

め
詐
欺
の
被
害
額
は
、
全
国
で

年
間
４
０
０
億
円
近
く
に
上
り

ま
す
。
電
話
が
掛
か
っ
て
来
た

時
は
、
慌
て
て
す
ぐ
行
動
に
移

さ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。
冷

静
に
な
っ
て
周
囲
の
人
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
ま
た
、
災
害
に
備
え
た

準
備
や
地
域
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
お
く
こ
と
の

大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
（
水
）
南
三
箇
公

民
館
で
町
公
民
館
出
前
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
木
村
真
澄
保
健
師
を
講
師
に

迎
え
、
南
三
箇
老
人
ク
ラ
ブ
の

12
人
が
高
血
圧
症
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。

　

木
村
保
健
師
は
、「
高
血
圧

は
脳
血
管
疾
患
・
心
不
全
・
腎

不
全
な
ど
の
病
気
を
引
き
起
こ

す
原
因
に
な
り
、
症
状
が
ひ
ど

い
場
合
は
要
介
護
状
態
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
普
段
の
血

圧
に
つ
い
て
正
確
に
知
っ
て
お

く
こ
と
が
大
事
で
す
」
と
説
明
。

　

血
圧
の
正
し
い
測
定
方
法
や

家
庭
用
血
圧
計
の
選
び
方
な
ど

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
、
１

日
2
回
、
朝
と
夜
に
血
圧
を
測

定
す
る
こ
と
で
、
心
臓
や
脳
血

管
の
異
常
の
早
期
発
見
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

防
犯
・
防
災
を
学
ぶ

町
公
民
館
出
前
講
座

血
圧
測
定
で
体
調
を
管
理

町
公
民
館
出
前
講
座

▲佐々木くらし安全室長から防

犯・防災について学ぶ参加者

▲木村保健師の話に耳を傾ける

参加者の皆さん

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲

町民大学開催のお知らせ

「菊池神社・植木まつり見学」
を開催します

●開催日時

　令和２年１月29日（水）

　午前９時15分 集合

　午後３時30分 解散予定

●見学先

　菊池神社

　県農業公園「植木まつり」

●参加費用

　昼食代（現地で各自お願いします）

●募集人数

　45人程度

●募集開始

　令和２年１月８日（水）から

　受付を開始します。

Public Relations KOSA
January 202013



❖
日
本
人
の
歯
の
寿
命

　

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
80

歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

保
つ
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
現
在
、
日
本
の
80
歳
で
20
本
以
上

の
歯
を
保
っ
て
い
る
人
の
割
合
は
約

40
％
で
す
。
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

年
々
延
び
て
い
ま
す
が
、
健
康
で
長
生

き
す
る
た
め
に
は
、
歯
の
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
も
重
要
で
す
。

❖
歯
周
病
が
全
身
に
与
え
る
影
響

　

歯
周
病
は
、
歯
を
支
え
て
い
る
歯
肉

や
あ
ご
の
骨
が
徐
々
に
破
壊
さ
れ
る
病

気
で
、
歯
を
失
う
最
大
の
原
因
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
周
病
は
口
の

中
だ
け
の
病
気
で
は
な
く
、
全
身
の
病

気
と
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

①
低
体
重
児
お
よ
び
早
産
の
危
険
性
が

　
高
く
な
る

　

妊
娠
中
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
で

歯
周
病
・
歯
肉
炎
に
か
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
歯
周
病
の
妊
婦
は
、
そ
う
で

な
い
場
合
と
比
較
し
て
、
早
産
の
危
険

性
は
約
２
倍
、
低
体
重
児
出
産
の
危
険

性
は
約
４
倍
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

②
肥
満
や
低
栄
養
に
な
り
や
す
く
な
る

　

歯
周
病
に
よ
っ
て
か
む
機
能
が
低
下

す
る
と
、
食
べ
過
ぎ
て
肥
満
に
な
っ
た

り
、
固
い
物
や
か
み
に
く
い
物
が
食
べ

に
く
く
な
っ
て
低
栄
養
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。

③
糖
尿
病
と
の
相
関
関
係
が
大
き
い

　

歯
周
病
菌
は
、
血
液
中
で
も
し
ば
ら

く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
細
菌
で
す
。

糖
尿
病
に
な
る
と
細
菌
へ
の
抵
抗
力
が

低
下
す
る
た
め
、
歯
周
病
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
歯
周
病
菌
は
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
を
低
下
さ
せ
る
た
め
糖
尿

病
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
に
な
り
ま
す
。

❖
歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は

　

歯
周
病
は
、
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状

を
ほ
と
ん
ど
伴
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

気
付
い
た
と
き
に
は
手
遅
れ
で
、
歯
を

抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
歯
周
病
を
予
防

す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

・

歯
科
医
院
に
定
期
的
に
通
院
す
る
。

　

歯
周
病
や
虫
歯
を
早
期
に
発
見
す
る

と
、
お
金
も
時
間
も
節
約
し
て
治
療
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
問
題
が

何
も
な
い
場
合
も
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
々
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
は
落
ち
な
い

歯
石
を
プ
ロ
の
ケ
ア
で
定
期
的
に
取
り

除
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

・

自
分
に
合
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
を
選
ぶ
。

　

歯
並
び
や
歯
の
大
き
さ
、
歯
肉
の
状

態
な
ど
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
歯
ブ
ラ

シ
の
大
き
さ
や
硬
さ
が
い
い
の
か
は
変

わ
り
ま
す
。歯
科
医
師
な
ど
に
相
談
し
、

自
分
に
合
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

・

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
丁
寧
に
行
う
。

　

毎
食
後
、
丁
寧
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を

行
う
こ
と
が
理
想
的
で
す
。
し
か
し
、

な
か
な
か
時
間
を
と
る
こ
と
が
で
き

ず
、
簡
単
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
就

寝
前
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
だ
け
で
も
、
時

間
を
か
け
て
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
歯
と
歯
の

間
な
ど
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
磨
き
き
れ

な
い
場
所
は
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
を
上
手
に
使
っ
て
汚
れ
を
落

と
し
ま
し
ょ
う
。

・

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
。

　

繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
な
野
菜
を

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
、
禁
煙
す
る

こ
と
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
な

ど
、
生
活
習
慣
の
中
に
あ
る
危
険
因
子

を
減
ら
す
こ
と
が
歯
周
病
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

歯
の
健
康
づ
く
り
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が

お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中
に
い
る
と
き
か

ら
始
ま
り
、
人
生
の
最
期
ま
で
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
歯
科
医

師
な
ど
に
よ
る
専
門
的
な
ケ
ア
と
日
々

の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
、
大
切
な
歯
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

歯

周

病

を

予

防

し

て

全

身

の

健

康

を

守

ろ

う

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

歯周病 の話

このコーナーでは、町総合保健福

祉センター職員である保健師、管

理栄養士、社会福祉士などが、健

康や福祉、介護などに関する情報

をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

健康な歯を守ることは、全身の健

康を守ることにつながります。歯

周病や虫歯を予防するために、歯

科医院での定期的な治療や検査を

受けて、毎日のブラッシングを自

分に合った歯ブラシで丁寧に行い

ましょう。

藤本 佑子 保健師
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
１月の子育て支援カレンダー

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

１・２月の保健活動

　　１月23日（木）　午前９時

　　２月20日（木）　午前９時

　　１月23日（木）　午前10時15分

　　２月20日（木）　午前10時

　　２月７日（金）　午前９時30分

　　１月14日（火）　午後１時

　　２月21日（金）　午前９時20分

　　１月14日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

６日（月） こまを回して遊ぼう

８日（水） 親子で読書

10日（金） 凧を作ろう

15日（水） ままごと遊び

17日（金） お誕生会（要予約）

20日（月） かるた遊び

22日（水） おやつ作り（クッキー）

24日（金） 牛を見に行こう

27日（月） 鬼のお面作り

29日（水） 風船遊び

31日（金） 園内散歩

 12月28日（土）～１月５日（日）は年末年始休み
 ※天候などにより予定が変更になる事もあります。

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

17日（金） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

　

江藤 夢
ゆ あ

彩 ちゃん（１歳）
 父・太亮 さん　母・衿加 さん

　（大町区）

　　　　大きく育ってね♥

　

向井田 彩
あ か り

花凛 ちゃん（１歳）
　母・晴美 さん

　（下横田区）

　　これからもかわいい笑顔

　　　　　　たくさん見せてネ♥
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　今回は、フィットネスセンターに

４本あるストレッチポールについて

ご紹介いたします。

　皆様は、肩こり・猫背・腰痛など

の悩みをお持ちでしょうか。寒さで

体が自然と

丸くなり猫

背になって

肩がこりや

すくなると

いう方もい

らっしゃる

と思います。

そんな方々

へご紹介したいのが、背中や肩回り

をほぐすことができるストレッチ

ポールです。

　ストレッチポールの上に仰向けに

なり手足を動かすことで、①脊柱・

骨盤の姿勢を整える。②脊柱起立筋

の緊張をやわらげリラクゼーション

効果を得られる。③関節可動域の拡

大が期待できます。

　ストレッチポールを使用すること

で比較的簡単に効果を得ることがで

き、セルフストレッチとの違いも感

じることができると思います。

　ぜひ、ご体験ください。

Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

ス ト レ ッ チ ポ ー ル を 使 っ た 運 動 で
姿 勢 改 善 に 取 り 組 み ま し ょ う

▲ストレッチポールを体験してみたい方

はスタッフにお尋ねください。

ストレッチポールを使った運動

甲佐町進出企業協議会事務局

　（町地域振興課内）

TEL096-234-1154（内線234）

本町への進出企業のご紹介

  

■
適
切
な
食
品
温
度
管
理
で

　
九
州
圏
の
物
流
を
支
え
る

　

平
成
２
年
８
月
に
創
立
さ
れ

た
㈱
大
福
物
流
で
は
、
九
州
圏

内
に
て
食
品
を
中
心
と
し
た
物

流
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

ス
ー
パ
ー
に
商
品
を
良
品
の
ま

ま
届
け
る
た
め
に
、
温
度
帯
を

「
冷
凍
」「
冷
蔵
」「
定
温
」「
常

温
」
の
４
つ
に
分
け
て
管
理
し

て
運
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
福
岡
へ
の
進
出
を
見

据
え
、
核
と
な
る
ハ
ブ
セ
ン

タ
ー
を
設
置
予
定
の
同
社
。
同

時
に
、
非
食
品
物
流
に
も
注
力

し
て
い
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
貢
献
活
動
と
し

て
女
子
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
熊

本
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
メ
イ
ン
ス

ポ
ン
サ
ー
を
務
め
、
さ
ら
に
来

年
度
は
硬
式
野
球
の
社
会
人

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
予
定
で
す
。

木村 嘉宏
代表取締役副社長

物流事業とスポーツ支援で地域貢献を目指す

グループ管理部 人事総務担当

三浦 千晶さん

社員兼熊本ルネサンスの
サ ッ カ ー 選 手 で す

平成30年２月、女子サッカー

クラブ熊本ルネサンスへの移籍

と同時に入社しました。グルー

プ会社の社員約300名分の給与、

福利厚生を担当しています。今

後、衛生管理の資格取得など仕

事に励みながら、熊本ルネサン

スを多くの人に知ってもらえる

よう活動していきます。

来年で設立30周年
を迎えます。食品
物流で品質 No.1
企業を目指し、福
岡進出や社会人野
球部の設立など、
様々なことに挑戦
して参ります。

事業所概要
■所在地　甲佐町大字白旗1900番地1
■従業員　130人（本社・甲佐営業所）
■電話番号　096-234-5211
■ＵＲＬ　http://www.pd-daifuku.co.jp/

株式会社大福物流 本社・甲佐営業所
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Town Development
甲佐町まちづくり協議会

Old-house Renovation
古民家再生

　12月15日（日）仁田子の旧西村

民俗資料館で、第７回古民家改修

ワークショップを開催し、約30人が

外構作業や建具塗装に挑戦しました。

　講師の金柿真里さんが、今回作成

する「延段（のべだん）」について

説明し、試作に取り組みました。

　延段とは、庭に設けられた石張り

の通路の事。古来からの伝統的な３

種類の様式があり、石の設置方法だ

けではなく、その根底にある、自然

と共にある侘び寂びや趣きの話に、

皆さん興味津々でした。

　その後、庭で延段にふさわしい自

然石を探しました。

　午後からは、瓦を並べて間に自然

石を敷き詰める作業に入りました。

職人さんの指導を受けながら、みん

なで作り上げた延段は、とても満足

感の高いものになりました。今回は

練習だったので崩してしまうのは惜

しいのですが、皆さん、歩いてかみ

しめていました。

　次回には「本番」の延段を作るの

で、是非ご参加ください。

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線233）

古民家改修ワークショップで
延 段 造 り に 挑 戦

▲玄関へのアプローチとなる延段の試作品

（手前）と参加者の皆さん

次回の古民家改修ワークショップ
【開催日】令和２年１月18日（土）・19日（日）
【内容】外構の整理（予定）
※事前申し込みが必要です。詳しくは　
　「甲佐町こうさてんプロジェクト」
　Facebook ページをご覧ください。

　甲佐町まちづくり協議会

　TEL090-2850-9824
　

　URL https://magazine-bo.com/

■
甲
佐
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

甲
佐
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
大
滝
祐
輔
代
表
理
事
）
は
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
の
実
現
を
目
的
に
、
平
成

30
年
６
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、（
一
社
）
パ

レ
ッ
ト
（
大
滝
祐
輔
代
表
理

事
）、（
株
）
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
（
藤
原

岳
史
代
表
）、（
医
）
谷
田
会
谷

田
病
院
（
谷
田
理
一
郎
理
事

長
）、（
株
）
肥
後
銀
行
（
笠
原

慶
久
頭
取
）、
甲
佐
町
商
工
会

（
中
村
幸
男
会
長
）、
町
の
６
者

か
ら
構
成
さ
れ
、「
農
泊
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

お
り
、
都
市
と
の
交
流
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み
の

た
め
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出

に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
本
町
の
資
源
を
活
か
す
農
泊

　
「
農
泊
」
と
は
、
農
山
漁
村

地
域
な
ら
で
は
の
伝
統
的
な
生

活
体
験
と
地
域
の
人
々
と
の
交

流
を
楽
し
み
つ
つ
、
農
家
や
古

民
家
な
ど
で
の
宿
泊
に
よ
っ
て
、

旅
行
者
に
そ
の
土

地
の
魅
力
を
味

わ
っ
て
も
ら
う
農

山
漁
村
滞
在
型
旅

行
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
甲
佐
町

ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
は
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
、

稲
刈
体
験
や
緑
川

で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

協
議
会
発
足
か

ら
の
活
動
は
協
議

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
中
で
す
。

▲今年度は、緑川でのスタンド・アップ・パドルボード体験

（左）とかけ干し米の収穫体験のモニターツアーを実施

農
泊
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
を
開
発
中まちづくり協議会ウェブサイトでは甲佐の今をお伝えします

協議会のウェブサイト「マガジン
ぼ」では、活動記録だけでなく、
甲佐のヒト・モノ・コトについて
もご紹介しています。住んでいる
からこそわかるディープな情報
も！ ぜひご覧ください。
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１
January 2020

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

　

町
で
は
、
令
和
２
年
２
月
17
日

（
月
）
か
ら
町
・
県
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税
の
申
告
相
談
を
行
い

ま
す
。
申
告
期
間
の
終
盤
は
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

準
備
す
る
も
の

・
収
入
額
を
確
認
で
き
る
も
の

　

給
与
収
入
や
年
金
収
入
の
あ
る

人
は
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払
調

書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。
事
業
所

得
の
あ
る
人
は
収
支
内
訳
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

・
所
得
控
除
額
を
確
認
で
き
る
も
の

　

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
証
明
や
、国
民
年
金
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど

の
控
除
証
明
書
な
ど

・
そ
の
ほ
か
各
種
控
除
に
必
要
な

　
書
類

申
告
期
間

　

令
和
２
年
２
月
17
日
（
月
）
〜

　

３
月
16
日
（
月
）

会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室

雑
損
控
除
を
受
け
る
方
へ

　

令
和
２
年
２
月
12
日
（
水
）
か

ら
熊
本
城
ホ
ー
ル
（
熊
本
市
中
央

区
）
で
、
計
算
書
作
成
お
よ
び
確

定
申
告
が
で
き
ま
す
。
計
算
書
の

作
成
が
必
要
な
人
は
、
り
災
証
明

書
な
ど
の
必
要
書
類
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
（
内
線
１
１
６
）

税
務
署
開
設
の
申
告
相
談
会
は

熊
本
城
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す

　

熊
本
東
税
務
署
で
は
、
次
の
日

程
で
確
定
申
告
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
会
場
に
は
専
用
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
お
越
し
の
際
は

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
震
災
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
の

　
申
告
相
談
期
間

　

令
和
２
年
２
月
12
日
（
水
）
〜

　

２
月
14
日
（
金
）

▼
通
常
の
確
定
申
告
相
談
期
間

　

令
和
２
年
２
月
17
日
（
月
）
〜

　

３
月
16
日
（
月
）

※
２
月
24
日
（
月
）、
３
月
１
日

　
（
日
）
に
限
り
、
休
日
も
開
設

　

し
ま
す
。

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

申
告
相
談
会
場

　

熊
本
城
ホ
ー
ル

　
（
熊
本
市
中
央
区
桜
町
３
番
40
号
）

※
熊
本
東
税
務
署
で
の
申
告
相
談

　

は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
税
務
署

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
（
金
）
ま
で
に

　

法
人
や
個
人
で
、
工
場
・
商

店
・
農
業
な
ど
の
経
営
を
し
て
い

る
方
や
不
動
産
業
で
駐
車
場
や
ア

パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
る

方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有

す
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備

品
な
ど
を
償
却
資
産
と
い
い
、
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
で
償

却
資
産
を
所
有
す
る
方
は
、
毎
年

1
月
末
ま
で
に
資
産
の
種
類
・
取

得
価
格
な
ど
を
記
載
し
た
申
告
書

を
町
税
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の

太
陽
光
発
電
設
備
も
固
定
資
産
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
申
告
書
は
、
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
本
年
度
の
提
出
期
限

　
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　
（
内
線
１
１
１
）

日 曜 当 番 医
doctor

町税などの滞納処分（11月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

令
和
２
年
２
月
17
日（
月
）か
ら

税
の
確
定
申
告
相
談
が
開
始

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa/
　　kumamoto.jp/
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保
育
士
の
就
職
や
復
職
の 

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　

県
で
は
、
未
就
学
児
を
も
つ
保
育

士
の
復
職
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
保
育
士
資
格
を
お
持
ち

で
、
保
育
所
な
ど
で
働
き
た
い
方

へ
の
貸
付
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
保
育
料
の
一
部
貸
付

　

お
子
さ
ん
の
保
育
料
の
半
額

　
（
月
額
上
限
２
万
７
０
０
０
円
）

●
保
育
士
就
職
準
備
金
貸
付

　

転
居
費
用
な
ど
の
就
職
準
備
金

　
（
上
限
40
万
円
）

※
ど
ち
ら
も
無
利
子
で
、
熊
本
県

　

内
の
免
除
対
象
施
設
に
２
年
間

　

継
続
勤
務
し
た
場
合
は
、
貸
付

　

金
の
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
期
限

　

令
和
２
年
２
月
29
日
（
土
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
２
２
‐
８
０
７
７

保
育
士
を
目
指
す
学
生
へ

学
費
な
ど
を
お
貸
し
し
ま
す

　

県
で
は
、
保
育
士
の
資
格
取
得

を
目
指
す
学
生
の
支
援
す
る
た
め
、

学
費
や
生
活
費
な
ど
の
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象

　

保
育
士
資
格
を
取
得
で
き
る
大

学
や
専
門
学
校
な
ど
で
保
育
士
を

目
指
す
学
生

▼
貸
付
期
間

　
上
限
２
年
間

▼
貸
付
金
額

　

月
額
５
万
円
以
内

※
卒
業
後
1
年
以
内
に
保
育
士
登

　

録
し
て
県
内
保
育
所
な
ど
で
５

　

年
間
継
続
勤
務
し
た
場
合
は
貸

　

付
金
の
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
２
２
‐
８
０
７
７

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
防
止
装
置

費
用
の
一
部
を
補
助

　

県
お
よ
び
熊
本
県
交
通
安
全
推

進
連
盟
で
は
、
高
齢
運
転
者
に
対

す
る
後
付
け
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違

い
防
止
装
置
の
設
置
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

▼
対
象

　

県
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
運
転
者

▼
内
容

　

協
力
店
舗
で
購
入
・
設
置
す
る

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
の

費
用
を
最
大
３
万
円
補
助

▼
申
請
期
間

　

令
和
２
年
１
月
８
日
（
水
）
〜

　

２
月
29
日
（
土
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
３

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

11月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

12月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

甲佐町の麻生原には、塔の木さ

ん古墳と呼ばれる甲佐町で現存す

る唯一の古墳がある。かつては、

長さ 30㍍の円墳であったと言わ

れ、この辺りを治めた豪族の墓と

される貴重な遺産である。しかし、

現在では高さ約 2.5㍍、長さ 20㍍

の小山が残り、その西側に大石が

露出している。この大石の状態か

ら６世紀頃に造られた横穴式石室

と思われる。

また、甲佐町には横穴墓（よこ

あなぼ）が３カ所存在する。船津

のものは町指定文化財で、近くに

は磨崖（まがい）五輪塔も存在す

る。下豊内のものは免の山西側斜

面にある。中山のものは乙女台地

の西側斜面に数十基残っている。

さらに、麻生原周辺には、かつ

て県内でも数少ない支石墓（弥生

時代）が存在した。支石墓は、ド

ルメンとも言われるヨーロッパの

新石器時代に起源を持つ墓のこと

で、甲佐町にも有力な集団が存在

したと言われた。発見当時は 12

基以上が確認されたが、現在では

ほとんど残っていない。

失われた遺跡は、もはや復元は

できない。これらは、私たちの先

祖が確実にこの地で生きた証であ

り、その先祖がいて現在の私達が

この地で存在していることは、紛

れもない事実であると思う。残さ

れた遺跡を守り後世に伝えること

が、現代に生きる者の使命ではな

いだろうか。

甲佐町の文化財探訪　～第 76回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課

　 TEL 096-234-2447（内線 322）

「塔の木さん古墳と周辺の古墳など」 久米 啓史 町文化財保護委員（麻生原区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（11月分）

※単位・㌔ 

▶
町
内
唯
一
の
古
墳
で
あ
る
、

　
麻
生
原
の
塔
の
木
さ
ん
古
墳

Public Relations KOSA
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Monthly Information

　

町
で
は
、
令
和
２
年
度
登
録
の

甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も

ん
」
認
定
申
請
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
『
こ
う
さ
ん

も
ん
』
認
定
制
度
」
は
、
本
町
の

豊
か
な
自
然
の
中
で
育
っ
た
農
作

物
や
加
工
品
な
ど
魅
力
の
あ
る
商

品
を
町
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
認

定
し
、
町
や
甲
佐
町
商
工
会
な
ど

が
応
援
す
る
こ
と
で
本
町
の
活
性

化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

▼
認
定
基
準

①
本
町
ら
し
さ
を
表
現
し
て
い
る

　

商
品
で
あ
る
こ
と
。（
名
称
や

　

デ
ザ
イ
ン
な
ど
本
町
を
表
現
す

　

る
も
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

　

に
つ
な
が
る
商
品
で
あ
る
こ
と

　

や
、
一
部
に
本
町
産
の
も
の
を

　

使
用
し
て
い
る
こ
と
）

② 

商
品
に
独
自
性
・
優
位
性
が
あ

る
こ
と
。（
ほ
か
の
産
地
や
類

似
商
品
と
比
較
し
て
、
商
品
の

特
性
に
独
自
の
こ
だ
わ
り
が
あ

る
こ
と
）

③
安
全
性
・
生
産
性
・
販
売
体
制
・

　

認
定
後
の
意
欲
が
整
っ
て
い
る

　

こ
と
。

▼
申
請
者
の
条
件

　

申
請
者
は
、
次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
も
の
と

し
ま
す
。

①
個
人
の
場
合

　

町
内
在
住
か
つ
町
内
に
生
産
も

　

し
く
は
製
造
拠
点
が
存
在
す
る

　

こ
と
。

②
法
人
の
場
合

　

町
内
に
生
産
も
し
く
は
製
造
拠

　

点
が
存
在
す
る
こ
と
。

③ 

町
と
の
連
携
の
中
で
、
生
産
委

託
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。

▼
申
請
期
限

　

令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）
午

　

後
５
時

▼
認
定
審
査
会

　

令
和
２
年
２
月
（
予
定
）

※
申
請
書
類
や
申
請
に
関
す
る
詳

　

細
は
、
町
地
域
振
興
課
に
お
尋

　

ね
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　
　
（
内
線
２
３
２
）

熊
本
に
就
職
す
る
若
者
の

奨
学
金
返
還
を
支
援
し
ま
す

　

県
で
は
、
若
者
の
県
内
就
職
と

定
着
、
県
内
企
業
な
ど
の
将
来
の

中
核
を
担
う
人
材
確
保
の
た
め
、

県
と
県
内
企
業
な
ど
が
協
力
し
て
、

県
内
に
就
職
す
る
若
者
の
奨
学
金

返
還
や
Ｕ
タ
ー
ン
費
用
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

　

現
在
、
本
制
度
の
利
用
を
希
望

す
る
令
和
２
年
度
お
よ
び
令
和
３

年
度
に
就
職
す
る
方
の
登
録
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
支
援
を
受
け

る
た
め
に
は
、
就
職
内
定
前
に
あ

ら
か
じ
め
登
録
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

▼
登
録
対
象
者

・
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　
（
新
卒
者
等
）
で
あ
る
こ
と
。

① 

新
卒
予
定
者
：
４
年
制
大
学
、

６
年
制
大
学
又
は
大
学
院
に
在

学
中
で
、
令
和
１
年
度
に
卒

業
・
修
了
予
定
の
者 

② 

既
卒
者
：
平
成
28
年
度
以
降
に

大
学
等
を
卒
業
し
た
者 

③
社
会
人
経
験
者
（
県
外
）：
平
成

　

30
年
12
月
１
日
時
点
で
熊
本
県
外

　

に
在
住
し
て
い
る
社
会
人
経
験
者

　

で
あ
り
、
平
成
31
年
４
月
１
日
時

　

点
で
35
歳
以
下
の
者
（
昭
和
58
年

　

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
） 

④ 

上
記
ア
〜
ウ
に
準
じ
る
と
認
め

ら
れ
る
者

・
登
録
申
請
時
点
で
熊
本
県
内
の

　

企
業
等
に
就
業
し
て
い
な
い
こ
と
。

・ 

登
録
申
請
時
点
で
参
加
企
業
へ

の
就
職
が
内
定
ま
た
は
決
定
し

て
い
な
い
こ
と
。

・
令
和
２
年
度
に
参
加
企
業
に
就

　

職
し
た
場
合
、
概
ね
10
年
以
上

甲
佐
ブ
ラ
ン
ド「
こ
う
さ
ん
も
ん
」

認

定

申

請

を

募

集

ｒ
募
集

第15回甲佐町秋季ビーチボールバレー大会結果
 Sports

●大会成績

・フリーの部　優勝　ダンデライオン

・50歳以上の部　優勝　ミックス

●主催

　甲佐町ビーチボールバレー協会（坂本敏博会長）

●開催日

　11月７日（木）・８日（金）

●会場

　甲佐小学校体育館

▶
優
勝
し
た
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン

　
（
左
）
と
ミ
ッ
ク
ス
の
皆
さ
ん

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　

●少年柔道スクール

●卓球

●ノルディックウォーキングスクール

　

●トランポリンスクール

　

●サッカースクール

●女子サッカースクール

●ジュニアバスケットスクール

■お問い合わせ先

TEL
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Monthly Information

　

継
続
し
て
就
業
す
る
こ
と
を
希

　

望
す
る
こ
と
、
な
ど
を
す
べ
て

　

に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

詳
細
な
要
件
に
つ
い
て
は
、
専

　

用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
く
ま
活
サ

　

ポ
ー
ト
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

　

県
企
画
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
支
援
内
容

・
奨
学
金
返
還
支
援

　

最
大
４
５
６
万
円

・
赴
任
費
用
等
支
援

　

最
大
50
万
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
企
画
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
１
８

ｅ木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進
の

た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

県
で
は
、
地
震
災
害
の
リ
ス
ク

や
住
宅
の
耐
震
化
の
必
要
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料

（
先
着
１
３
０
人
）
で
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
自
宅
の
耐
震
化
に

つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

令
和
２
年
１
月
25
日
（
土
）
午
後

　

１
時
〜
４
時

▼
講
師

　

 

井
戸
田
秀
樹
さ
ん
（
名
古
屋
工

業
大
学
大
学
院
教
授
）

▼
会
場

　

宇
土
市
民
会
館
（
宇
土
市
新
小
路

　

１
２
３
）

▼
お
申
し
込
み

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し

て
い
る
申
請
書
を
県
建
築
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
建
築
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
５
３
５

無
料
登
記
相
談
所
を

開

設

し

ま

す

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
無
料

の
登
記
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

倒
壊
し
た
建
物
の
登
記
に
関
す

る
相
談
や
土
地
・
建
物
な
ど
の
売

買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に

関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
熊
本
地

方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
に
は
事
前
の
予
約

が
必
要
で
す
。

▼
開
設
日
時

　

令
和
２
年
１
月
９
日
（
木
）　

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
正
午

　

〜
午
後
１
時
は
除
き
ま
す
）

▼
会
場

　
御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階
小
会

　

議
室

▼
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

ｃ
１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日
で
す

　

１
１
０
番
は
、「
緊
急
通
報
専
用

電
話
」
で
す
。

　

１
１
０
番
通
報
す
る
際
は
、「
何

が
あ
っ
た
の
か
」、「
い
つ
」、「
ど

こ
で
」、「
犯
人
の
人
相
、
着
衣
、

逃
走
方
向
、
車
」、「
被
害
の
状
況
、

被
害
品
」、「
あ
な
た
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
」
な
ど
を
落
ち
着

い
て
係
員
に
お
話
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の
１

１
０
番
通
報
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
必
ず
止
ま
っ
て
か
ら
通
報
し
て
く

　

だ
さ
い
。
移
動
し
な
が
ら
の
通
話

　

は
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
通
報
場
所
を
正
確
に
伝
え
て
く
だ

　

さ
い
。
県
境
付
近
で
は
隣
県
警
察

　

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
通
話
終
了
後
は
、
し
ば
ら
く
電
源

　

を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
１
１

　

０
番
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
不
明
な
点

　

を
お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～１月～
 Event

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

▶

・金澤　憲吾様　東京都

・木村　敬　様　東京都

・木村　美織様　東京都

・平田　雅彦様　東京都

・儘田　直樹様　東京都 ほか

▶
円

　　　　　　（11月30日現在）

 「鮎の甘露煮」
こうさんもん No.1

　　　　▶
TEL

「にらメンコ。」
こうさんもん No.2

　　▶
TEL

▶

URL

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

乙
女
小
児
童
が
作
成
し
た
水
墨

　

画
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す

▶期　　間　12月 19日（木）～令和２年１月15日（水）

▶展示作品　乙女小児童が作成した水墨画作品
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竜野保育園で37年続く三世代交流もちつきが開催され、親子の交流を楽しむ園児ら（上早川）

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

里
の
秋
創
作
料
理
頂
き
て
お
ん
な
四
人
の
至
福
の

と
き
か 

池
田
キ
ヨ
子

高
校
の
文
化
祭
に
て
お
茶
を
点
て
着
物
姿
で
孫
は

振
舞
う 

緒
方　

明
美

浄み

く

に土
へ
と
旅
立
ち
し
夫
の
一ひ

と
と
せ年

を
待
つ
か
の
よ
う

に
食
堂
の
椅
子 

塚
原　

暁
益

「
良
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
も
」
と
言
う
よ
う
に

コ
ス
モ
ス
の
花
や
さ
し
く
揺
る
る 

内
田
乃
武
子

穏
や
か
な
日
差
し
の
注
ぐ
晩
秋
の
即
位
の
礼
を
映

像
に
見
る 

吉
永
由
紀
子

娘
連
れ
八
代
海
の
夕
陽
見
る
秋
の
夕
暮
れ
神
々
し

か
り 

赤
星　

文
子

寒
い
時
期
今
年
も
早
く
来
た
か
な
と
思
え
ば
朝
に

雷
鳴
聞
こ
ゆ 

上
村
や
す
美

和な
ご

や
か
な
令
和
の
御
代
よ
永と

こ
し
え久

に
世
界
の
平
和
神

に
折
れ
り 

白
梅　

武
人

旅
の
夜
の
居
酒
屋
に
て
出
逢
い
た
る
孤
独
を
憩
う

そ
れ
ぞ
れ
の
顔 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
「
ぬ
る
ぬ
る
」

ぬ
る
ぬ
る
の
田
植
え
の
感
じ
忘
ら
れ
ぬ 

林　
　

雅
之

丑
の
日
は
ぬ
る
ぬ
る
う
な
ぎ
御
難
の
日 

日
隈　

俊
郎

ぬ
る
ぬ
る
と
鰻
を
掴
む
の
に
苦
労 

川
村　

文
子

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
」

ク
リ
ス
マ
ス
お
寺
は
と
う
に
寝
て
し
ま
い 

清
川
み
ど
り

イ
ブ
の
夜
今
日
だ
け
俄
か
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 

渡
辺　

幸
士

　
﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

新
元
号　

こ
の
家
計
簿
が
欲
し
い
だ
け 

広
田
み
ど
り

新
元
号　

連
日
祝
い
二
日
酔
い 

下
山　

千
恵

新
元
号　

慶

祝

行

事

厳

か

に

 

志
垣　
　

光

新
元
号　

今
年
こ
そ
は
の
願
い
込
め 

佐
藤　
　

葵

新
元
号　

な
か
な
か
令
和
言
い
に
っ
か 

平
井
や
よ
い

新
元
号　

ま
ぁ
た
メ
デ
ィ
ア
の
荒
探
し 

長
原　

産
賀

新
元
号　

故
障
知
ら
ず
の
火
の
車 

佐
野　
　

京

新
元
号　

気

分

上

々

大

吉

で

 

光
永　
　

六

新
元
号　

期
待
膨
ら
む
袋
と
じ 

井
元
あ
ざ
み

新
元
号　

生
き
て
来
た
道
ふ
り
返
る 

日
高　

美
里

新
元
号　

陛
下
も
皇
位
譲
ら
れ
た 

上
田　

梅
清

新
元
号　

数
え
年
な
ら
け
ま
つ
る
る 

日
隈　

元
良

新
元
号　

各
社
振
袖
競
う
と
る 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

睦
月 

〜
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ひとの動き（敬称略）

 住　所 氏　名       性別   保護者

緑　町　美濃田雅
ま さ と

音　男　憲　介

早　川　大隈依
い ち か

千珂　女　暁　帆

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,055 ６

女 5,536 ▲14

計 10,591 ▲８

世帯数 4,294 ８

令和元年11月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名    年齢   世帯主

西寒野　三浦眞砂子　94　孝　宣

麻生原　島田サチ子　78　征　

麻生原　伊佐アキコ　99　きよみ

上早川　野仲惠都子　84　　泉

上早川　本田　 千 　85　孝　子

中　山　柴田　昌昭　89　クミ子

岩　下　寺山フヱ子　82　　卓

下横田　淺木　麗子　95　麗　子

西寒野　松村　信子　100　武　智

11月11日（月）～12月10日（火）

ご結婚おめでとう
marriage

［

　

令
和
最
初
の
年
越
し
を
前
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
こ
の
１
年
を
振

り
返
っ
て
み
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
平
成
か
ら
令
和
へ
時
代
が
移
っ

た
２
０
１
９
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に

な
り
ま
し
た
か
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
８
月
の
田
口

橋
開
通
や
10
月
の
総
合
運
動
公
園

サ
ッ
カ
ー
場
一
部
供
用
開
始
、
11
月

の
甲
佐
町
住
ま
い
の
復
興
拠
点
施
設

の
完
成
な
ど
、
震
災
か
ら
の
復
興
を

象
徴
す
る
よ
う
な
施
設
な
ど
の
完
成

が
続
き
、
創
造
的
復
興
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
１
年
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
自
然
災
害

が
発
生
す
る
昨
今
で
す
が
、
令
和
の

時
代
も
自
然
災
害
へ
の
備
え
は
必
要

な
よ
う
で
す
。
新
た
な
年
が
穏
や
か

な
１
年
と
な
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、

家
族
や
地
域
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
備
え
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。 

（
と
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　東寒野　髙見　拓郎

　　妻　菊陽町　緒方　仁美

　　夫　上早川　米原　竜馬

　　妻　仁田子　伊藤　奈々

　　夫　横　田　渡邉　哲郎

　　妻　熊本市　村上　菜南

　　夫　麻生原　藤原　浩之

　　妻　麻生原　平川　有羽

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

［

［

［

作り方

①餅は適度な大きさに切ってお

きましょう。

②油揚げは熱湯をかけ、キッチ

ンペーパーで押さえながら油

抜きをします。

③油抜きをした油揚げに切れ目

を入れ、袋状になるよう開い

ておきます。

④開いた油揚げにお餅１個と

チーズを１切れずつ入れ、爪

楊枝で止めて巾着を作ります。

⑤水と調味料を煮立たせた鍋に

巾着を並べ、中火で５～６分

煮ます。お餅が柔らかくなっ

たら出来上がりです。

※水の分量を増減して、好みの

味に仕上げてください。

餅巾着

ご存知ですか？

材　料

餅　　　　　　　…………… ４個
すし用油揚げ　　…………… ４枚
プロセスチーズ　………… ４切れ
麺つゆ　　　　　……… 大さじ３
砂糖　　　　　　……… 小さじ１
水　　　　　　　…… 150～180㏄

　　　むかし日本では、餅は神

聖な食べ物だったってご存じで

すか。餅を食べると力が付き、

生命を再生させる力があると信

じられており、お祝い事に餅を

食べる習慣が広がったようです。

　炭水化物の多いお餅は、ブド

ウ糖に分解されエネルギー源と

なります。さらに腹持ちが良い

ため朝に食べると、お昼まで十

分に動くことが出来ます。

　ただし、お餅は血糖値が急上

昇しやすい食材なので、他の食

材と組み合わせて食べましょう。

正月のお雑煮は、お餅と一緒に

いろんな野菜やお肉を食べます

ね。理想的な食べ方で、日本人

の知恵ですね。
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、、
　
「
私
自
身
、
緑
川
が
育
む
豊
か

な
甲
佐
の
自
然
の
中
で
生
ま
れ

育
っ
た
の
で
、
そ
の
美
し
さ
を
描

い
た
作
品
を
日
展
に
飾
り
た
い
と

い
う
思
い
で
描
い
て
い
ま
す
」
と

話
す
の
は
、
風
景
画
家
の
松
井
天

一
さ
ん
（
仁
田
子
区
）。

　

１
１
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

日
本
を
代
表
す
る
美
術
展
覧
会
の

日
展
（
日
本
美
術
展
覧
会
）
に
通

算
11
度
入
選
し
て
お
り
、
井
戸
江

峡
の
朝
の
情
景
を
描
い
た
入
賞
作

品
「
川
原
風
景
」（
井
戸
江
峡
）

を
12
月
６
日
に
町
へ
寄
贈
し
た
。

　

松
井
さ
ん
が
風
景
画
の
道
に

入
っ
た
き
っ
か
け
は
、
恩
師
の
故

本
田
建
二
郎
さ
ん
と
共
に
甲
佐
絵

画
ク
ラ
ブ
を
起
ち
上
げ
た
こ
と
だ

と
い
う
。
中
学
生
の
と
き
に
応
募

し
た
ポ
ス
タ
ー
が
入
選
し
て
以
来
、

絵
を
描
く
こ
と
を
続
け
て
い
た
松

井
さ
ん
は
風
景
画
を
描
く
本
田
さ

ん
に
師
事
し
て
本
格
的
に
描
く
よ

う
に
な
っ
た
。

　

風
景
画
は
あ
り
の
ま
ま
を
ス

ケ
ッ
チ
す
る
の
が
基
本
で
、
同
じ

場
所
で
も
、
季
節
や
時
間
、
見
る

人
の
心
情
に
よ
っ
て
見
え
方
が
異

な
る
と
い
う
。
松
井
さ
ん
も
、
現

地
の
空
気
感
を
絵
に
表
現
す
る
た

め
井
戸
江
峡
へ
は
何
度
も
足
を
運

ん
で
い
る
。

　

一
方
で
、
構
図
や
色
使
い
に
は

創
意
工
夫
が
必
要
で
、
主
役
と
な

る
岩
や
川
の
流
れ
を
引
き
立
て
る

た
め
に
配
置
や
色
彩
は
緻
密
に
計

算
さ
れ
て
い
る
。「
描
い
て
い
る

中
で
色
を
塗
り
な
お
し
た
り
、
配

置
を
変
え
て
み
た
り
と
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン

バ
ス
の
絵
が
元
絵
と
変
わ
っ
て
い

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

ね
」
と
笑
顔
で
話
す
松
井
さ
ん
。

　

日
展
へ
の
応
募
は
50
代
中
ご
ろ

か
ら
続
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
井

戸
江
峡
を
流
れ
る
緑
川
の
水
の
情

景
を
テ
ー
マ
と
し
て
描
き
続
け
て

き
た
。「
作
品
は
冬
の
早
朝
、
山

影
で
陽
が
差
し
込
む
前
の
井
戸
江

峡
を
流
れ
る
緑
川
の
澄
み
き
っ
た

水
を
描
い
て
い
ま
す
。
浅
瀬
か
ら

深
み
へ
と
色
が
移
り
変
わ
る
様
を

何
度
も
色
を
塗
り
重
ね
て
表
現
し

ま
し
た
。
井
戸
江
峡
は
生
涯
描
き

続
け
た
い
テ
ー
マ
で
す
ね
」
と
語

る
松
井
さ
ん
の
筆
は
新
た
な
作
品

を
描
き
続
け
る
。
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こうさ広 報

甲
佐
の
自
然
が
見
せ
る
美
し
さ
を

キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
き
出
す

まつい てんいち / 風景画家。

日展に通算11度入選。2018

年入賞作品「川原風景」（井

戸江峡）を町に寄贈。町生涯

学習センターにて展示中。

松井 天一さん
Matsui Tenichi

〔仁田子区〕

Kosa
Style
こうさ スタイル


